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　野菜一元共販連絡協議会の里芋部会役員とＪＡ役職員ら

10人は８月24日～ 25日、愛媛県四国中央市の㈱藤田青果と 

ＪＡうまへサトイモ選果機の視察研修会を行いました。

　現在、いるま野管内の特産品であるサトイモの生産維持拡

大を図るため、選別作業の効率化を検討しています。藤田青

果では、１日に最大30㌧の選別ができるカメラ式選果機を視

察。同選果機を導入する予定のＪＡうまでは、これまでの取

り組みや導入後の運用方法などについて説明を受けました。

　同部会の清水剛部会長は「有効な施設なので、選果機導

入を検討してもらえることは頼もしい」と話しました。

選果機の説明をする藤田青果の藤田暦喜社長（中央）

里芋部会が先進地を視察

秋の味覚、栗出荷始まる　日高栗選果場
　日高市南平沢の当ＪＡ西部営農センター日高栗選果場で、秋の味覚の栗の出荷が始まりました。栗協議会（宮崎正会

長）会員が出荷した栗を、品質、大きさなど等級分けを行い出荷しています。

　栗選果場では手作業で良品を選別し、選別機でＭ～３Ｌの４段階の大きさに分別し、自動計量され10㌔グラム入りの

段ボールに梱包しています。

　品種は９月中旬ごろまでが早生種の「秋月」「大峰」「国見」など、その後、中手の「利平」「筑波」などが出荷されます。

　出荷量は１日平均1.5トン、最盛期となる９月のお彼岸ごろには２トンを予定し、10月上旬までに平年並みの35トン

の出荷が見込まれます。

　主な出荷先は、ＪＡ全農青果センターや首都圏の市場のほか、ＪＡ管内の農産物直売所でも販売します。また、同協

議会では、栗の品質等の平均化を図るため目揃え会を開催しています。

　西部営農センター栗集荷担当職員は、「いるま野特産の旬の栗を消費者に届けるため、選別をしっかり行う」と話し

ています。

自動選別で梱包作業 出荷が始まった栗の選別作業

　　

ＪＡいるま野写真コンテスト選考結果
最優秀賞「こども雨乞い」日高市  小久保 武文さん
　この写真には、いらない要素
が全くないのが素晴らしいで
す。構図が抜群で、地域の大人
から子どもまで表情が実に生
き生きとしてこちらも元気を
もらえそうな１枚です。神様に
届きそうな雨乞いです。

優秀賞「紅に染まる」狭山市  久保田 省三さん
　夕日を浴びながら、農作業を
終えて家路に戻る一台の軽ト
ラック。遠景に住宅街が見え、
都市農業ならではの１枚だと
思います。夕日でオレンジ色に
染まった田んぼが本当に美し
く、印象に残りました。

優秀賞「豊穣の例大祭３」毛呂山町  中村 靖男さん
　なんといっても躍動感ある
１枚に仕上がりました。祭りの
音まで聞こえてきそうな感じ
です。動きがあるショットは実
に見事です。

入選
◆「田植えの手伝い」　　毛呂山町　厚目 　正さん

◆「エンジンを止めて」　日高市　入 　太市さん

◆「今年も元気で！」　　坂戸市　鈴木 行男さん

◆「復活した神事」　　　川越市　加藤 祐三さん

◆「田植え日和」　　　　川越市　峯 　裕和さん
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